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System-Ｖ／ＬＸ GP年度更新・地方税申告書 第6号様式別表14の送付について

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお取引を賜り誠にあり
がとうございます。

所得税確定申告書システム更新に伴い、[97]ＧＰ年度更新プログラムも対応致しましたので更
新プログラムを送付致します。

今回のプログラム更新に併せてマルチウィンドウ端末のバージョンアップもございます。

また、[100]法人税申告書プログラムをご利用のお客様につきましては、今回の転送作業を行う
ことにより地方税第6号様式別表14が追加となります。（地方税第6号様式別表14につきまして、
新法人税申告書でのご提供を予定しておりましたが開発が遅れております。そこで、現在ご使用
の法人税申告書プログラムでのご提供となりました。）

尚、第6号様式別表14で計算した結果を第6号様式56、57に記載しますが、プログラムではデー
タの転記はしておりません。第6号様式(3601～3610)の56、57欄の金額は手入力していただく必要
がございますのでご注意下さい。第6号様式別表14は、３枚複写(国税庁官報発表)の様式にて作成
しております。印刷時に不要な頁を印刷したくない場合の方法につきまして、P.11にご説明して
おりますのでご参照下さい。

つきましては同封の資料をご覧頂いてからご使用いただきますようお願い申し上げます。

今後とも倍旧のお引き立ての程、宜しくお願い申し上げます。
敬具
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※サーバーが複数台ある場合でも共通で使用できます。
※マルチウィンドウ端末は各端末ごとに更新作業をお願いします。
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※メール登録のお願い※
弊社ではメールにて発送情報等を配信しております。まだ登録がお済みでないお客様は事務所名とメール
アドレスを本文に書いてss@tatemura.co.jpへ送信していただくか、サービス課までご連絡下さい。

送付内容のお問い合わせ先

送付内容に関するお問い合わせにつきましては、サービス課までご連絡下さいます
ようお願いします。 尚、保守にご加入のお客様はフリーダイヤルをご利用下さい。
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10.01同封物の解説 （ System-Ｖ／ LX ）

System-ＶまたはＬＸのＣＤ-Ｒの中に、以下の内容を同封しています。

GP年度更新 法人税申告書［９７］ ［１００］

ﾏﾙﾁｳｨﾝﾄﾞｳ端末V5.01 国税環境設定

10.01.05

ﾀﾃﾑﾗ株式会社

No. ラ ベ ル 名 枚数 備 考
System-Ｖ／LX

１ [97]ＧＰ年度更新 [100]法人税申告書 １ プログラムインストールＣＤ-Ｒです。
ﾏﾙﾁｳｨﾝﾄﾞｳ端末V5.01

● バージョンNO.一覧
PG番号 プログラム名 HD-VER 備 考

確定申告書の年度更新を、平成20年から21年へ対応
９７ ＧＰ年度更新 Ｖ-１.０２ するための更新を行いました。

※年度更新で、寄附金控除の金額や、所得の内訳書の必要経費

の金額が残っていた点などを改善しました。

地方税申告書
１００ 法人税申告書 Ｖ-１.６３ 第6号様式別表14 [1401]～[1410]を作成しました。

第6号様式と第6号様式別表14は対でご使用下さい。
例）第6号様式の入力が[3601]で、第6号様式別表14

を入力する場合 → [1401]で入力します。

今回送付した更新版ＣＤ-Ｒには
・[97] ＧＰ年度更新プログラム
・[100]地方税申告書プログラム
・マルチウィンドウ端末 V5.01

が入っています。
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F10[1000]プログラムの更新作業

● 操作方法
①「[97]ＧＰ年度更新 ～10.01.05」と書かれているＣＤ-Ｒを用意します。

② F10 データ変換のメニューを呼び出します。

初期メニューより F10 データ変換を選択
します。 を呼び出します。[1000] ＵＰ(更新)

1000 Ｅｎｔｅｒ を押します。

Ｅｎｔｅｒ を押します。

(rootは入力しません)

ｒｏｏｔ は消さないように注意して下さい。

※パスワードを消した場合エラーを表示します。

※ System-V/LX:単体で使用している場合
LX:2005年８月以降納品の機械(LX-TURBO10) は、端末CDで作業して下さい。

③ 下図の画面を表示します。

親機に「[97]ＧＰ年度更新 ～10.01.05」
と書いてあるＣＤ-Ｒをセットして、

『２』ﾎｽﾄｻｰﾊﾞのＣＤを選択します｡

２ Enter と押します。

※単体で使用、又はﾎｽﾄﾏｼﾝ(親機)に
CD-ROMﾄﾞﾗｲﾌﾞがない場合は、
端末機にCD-Rをｾｯﾄして

3 Enter を押します。



- 3 -

《 3:端末のFD/CDを指定した場合 》

３:端末のFD/CDを選択すると
『MS-DOSの装置名を入れてください..a:\』
と表示されますので、CD-ROMのドライブ名
を入力します。

Ｄドライブの場合『ｄ』と入力します。
『d:\』と表示されたら、Enterを押します

※お客様の機械によってドライブ名は異なります。

下記の方法で確認して下さい。

CD-ROMのドライブ名の確認方法

マイコンピュータを開きます。
CD-ROMのドライブを確認して下さい。

左図の場合はCD-ROMドライブは『Ｄ』です。

④ インストールを実行します。

左図の１行目の画面を表示します。
『○○○をｲﾝｽﾄｰﾙします[y/n/a/1？･･･]』

ａ 又は １ を選択します。

※誤って、 ｙ を選択した場合は２行目

以降で ａ 又は １ を選択して下さい。

⑤ ２行目以降を表示します。
終了が出た後しばらくお待ち下さい。

⑥ インストールが終了すると左図の画面を表
示します。

ＣＤ-Ｒを本体から取り出してください。

他の端末が起動していないことを確認します。

※ここに複数表示する場合は他の端末が動作中

です。一旦終了して下さい。

１台のみの場合は現在作業している機械です。

の場合単体

終了(Ｆ５)を何回か押してｼｽﾃﾑを終了し、
Windows画面､もしくはポータル画面まで戻
ります。電源が切れたあと3分ほど待ち、
再度ｼｽﾃﾑを起動して下さい。

の場合ﾈｯﾄﾜｰｸ

実行(Ｆ３)を押し、しばらくお待ち下さい。
左図の画面を表示した後、しばらくすると
自動的にﾏﾙﾁｳｨﾝﾄﾞｳ端末が終了、その後親機

の電源も自動的に切れて再起動します。
(※親機の電源が切れたあと5分ほど待っても

再起動しない場合は、電源ﾎﾞﾀﾝを押して
起動させて下さい。)

※親機を複数台持っている場合は、本ＣＤ-Ｒにて更新作業を同様に行って下さい。



- 4 -

《WindowsXP》

10.01環境設定 インストール方法
転送前の確認事項

●インストールを行う際は、全てのプログラムを終了して下さい。（マルチウィンドウ端末も
閉じて下さい。）終了せずインストールを行うとプログラムが正常に動作しません。

インストールは下記に沿って各端末機で行って下さい。

1. 今回送付した｢[97]ＧＰ年度更新 ～10.01.05｣と書いてあるＣＤ－Ｒを用意し、端末機に
セットします。

2. マイコンピュータをダブルクリック→ＣＤ－ＲＯＭドライブをダブルクリックします。
ＣＤ－Ｒの内容を表示しますので『InstTams4.exe』をダブルクリックします。

※ＣＤ－Ｒをセット後、左図を表示した場合は
『ﾌｫﾙﾀﾞを開いてﾌｧｲﾙを表示する』を選択します｡
ＯＫにﾏｳｽの矢印を合わせて左ﾎﾞﾀﾝを１回押すと
右上の画面を表示します。

3. マルチウィンドウ端末の『更新』にﾏｳｽの矢印
を合わせて左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。

4. しばらくすると下図の画面を表示します。
｢100%｣ になるまでお待ち下さい。

マルチウィンドウ端末

5. 左図の画面を表示します。
マウスの矢印を｢次へ｣に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)
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6．左図の画面を表示します。

マウスの矢印を｢はい｣に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)

7. 左図の画面を表示します。

マウスの矢印を｢次へ｣に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)

しばらくお待ち下さい。

8. 左図の画面を表示します。

マウスの矢印を｢次へ｣に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)

しばらくお待ち下さい。

9. ｢セットアップ完了｣と表示したら
マウスの矢印を｢完了｣に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)

10. 左下図の画面に戻ります。

ﾏｳｽの矢印を 閉じる に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。

11. ＣＤ－Ｒを取り出し、Windowsを再起動
して下さい。

以上でｲﾝｽﾄｰﾙ作業は終了です。
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《Windows Vista》

10.01環境設定 インストール方法

転送前の確認事項

●インストールを行う際は、全てのプログラムを終了して下さい。（マルチウィンドウ端末も
閉じて下さい。）終了せずにインストールを行うとプログラムが正常に動作しません。

インストールは下記に沿って各端末機で行って下さい。

1. 今回送付した｢[97]ＧＰ年度更新 ～10.01.05｣と書いてあるＣＤ－Ｒを用意し、端末機に
セットします。

2. マイコンピュータをダブルクリック→ＣＤ－ＲＯＭドライブをダブルクリックします。
ＣＤ－Ｒの内容を表示しますので『InstTams4.exe』を右クリックします。

※ＣＤ－Ｒをセット後、左図を表示した場合は
『ﾌｫﾙﾀﾞを開いてﾌｧｲﾙを表示する』を選択します｡
ＯＫ にﾏｳｽの矢印を合わせて左ﾎﾞﾀﾝを１回押す
と右上の画面を表示します。

3．左図の画面より『管理者として実行』
にマウスの矢印を合わせて左ボタンを
１回押します。(ｸﾘｯｸ)

4．左図の画面を表示しますので、｢許可｣
にﾏｳｽの矢印を合わせて左ﾎﾞﾀﾝを１回
押します。(ｸﾘｯｸ)
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5. 左図の画面を表示します。
マルチウィンドウ端末の『更新』にﾏｳｽの矢印を
合わせて左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。

次の画面が出るまでしばらくお待ち下さい。

6. 左図の画面を表示します。
｢100%｣ になるまでお待ち下さい。

7. 左図の画面を表示します。ﾏﾙﾁｳｨﾝﾄﾞｳ端末

マウスの矢印を｢次へ｣に合わせ左ﾎﾞﾀﾝを１回
押します。(ｸﾘｯｸ)

8．左図の画面を表示します。

マウスの矢印を｢はい｣に合わせ左ﾎﾞﾀﾝを１回
押します。(ｸﾘｯｸ)

9. 左図の画面を表示します。

マウスの矢印を｢次へ｣に合わせ左ﾎﾞﾀﾝを１回
押します。(ｸﾘｯｸ)

しばらくお待ち下さい。

10. 左図の画面を表示します。

マウスの矢印を｢次へ｣に合わせ左ﾎﾞﾀﾝを１回
押します。(ｸﾘｯｸ)

しばらくお待ち下さい。
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11. ｢セットアップ完了｣と表示したらマウスの矢印
を｢完了｣に合わせて左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。
(ｸﾘｯｸ)

12. 左図の画面に戻ります。

ﾏｳｽの矢印を 閉じる に合わせて
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。

13. ＣＤ－Ｒを取り出し、Windowsを再起動して下さい。

以上でｲﾝｽﾄｰﾙ作業は終了です。

※インストール終了後に左図の画面を表示した場合は
｢このプログラムは正しくインストールされました｣
にﾏｳｽの矢印を合わせ、左ﾎﾞﾀﾝを1回押します。(ｸﾘｯｸ)
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10.01[97]ＧＰ年度更新プログラム 更新について

・確定申告書の年度更新を、平成20年度→21年度へ対応するための更新を行いました。

・今回のプログラム更新前に、既に確定申告書の年度更新をしている場合は以下のデータが
残っておりますので、お手数ですが入力時にデータのご確認をお願い致します。

Ａ・Ｂ様式各第１表－サブミット内寄附金控除額

Ａ様式 12：住民税に関する事項 Ｂ様式 24：第2表所得の控除

特定増改築等費用額 収入金額・源泉徴収税額住宅借入金等特別控除の 事業所得の

Ａ・Ｂ様式各第１表－サブミット内 21：Ｂ様式 第1表－事業所得サブミット内

農業および不動産の
・(源泉徴収税額対応)収入金額
・源泉徴収税額



- 10 -

[97]GP年度更新ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 更新について
必要経費額111：所得の内訳書－

上書チェック141：住宅借入金等特別控除の計算書 計算欄サブミット内－

電子申告添付書類
2：公的年金等の源泉徴収票の記載事項

[12]上書き金額 上段内書金額151：株式譲渡の計算書－ －

上書の場合にデータが残ります。
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10.01地方税申告書 第6号様式別表14について

地方税申告書の第6号様式別表14を、[100]法人税申告書プログラムの３頁目『1401～1410』に
追加致しました。

第6号様式[33～38･43･44]のデータが、第6号様式別表14の[1～8]へ連動しています。
第6号様式別表14の入力を行う際は3601、第6号様式と対でご使用下さい。

例）第6号様式を[3601]で入力し、第6号様式別表14を使用する場合 →[1401]で入力します。

※第6号様式別表14で計算した結果を第6号様式56・57に記載しますが、プログラム
ではデータの転記はしておりません。
お手数ですが、第6号様式(3601～3610)の地方法人特別税56・57欄の金額は手入力
して下さい。

新法人税システムではデータ連動する予定です。(標準税率・超過税率の指定や
第6号様式別表14の使用有無の選択も可能になります。)

【印刷について】

印刷は提出用・入力用・控用の３枚が１セットになっています。
プリント不要な表がある場合は、以下の方法で指定して下さい。

印刷指定で｢単枚｣を指定します。
↓

『エンターキーで印字開始します 』の対話を。
表示します。
・印刷する場合 ････ Enter キーを押します。
・印刷しない場合･･･ キーボードのＰ キーを

押します。
↓

『エンターキーで印字開始します。(2頁)』
『エンターキーで印字開始します。(3頁)』

の対話時も同様に指定して下さい。
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10.01セキュリティゼロの注意点

● プログラム起動時のセキュリティゼロのメッセージの対処方法
①マルチウインドウ端末を更新後、マルチウインドウ端末を立ち上げるとセキュリティゼロが以下

のような確認画面(マルチウインドウ端末の許可)を表示します。

左図の画面を表示した場合、必ず、 許可する を選択し
て下さい。

②端末へのバックアップや消費税申告書プログラムで入力画面を開こうとすると、セキュリティゼロ
が以下のような確認画面(mwt_readwrite.exeの許可)を表示します。

左図の画面を表示した場合にも必ず、 許可する を選
択して下さい。

● ｢ブロックする｣ を選択してしまった場合
※上記の画面で誤って ブロックする を選択してしまうと、マルチウインドウ端末が開けなかった

り端末へのバックアップ等が実行できません。
その場合、セキュリティゼロで以下の設定が必要になります。

1. 画面右下のウィルスセキュリティの
アイコンをダブルクリックします。

2. セキュリティゼロのメイン画面が起動
します。
｢不正侵入を防ぐ｣をクリックします。

3. 設定 のボタンをクリックします。



- 13 -

4. 左図の画面を表示します。

5. マルチウインドウ端末のファイルや
mwt_readwrite.exeのファイルのアクセスに
対する動作を確認します。

6. アクセスに対する動作が｢遮断｣の場合、
｢アクセスを完全に許可｣するに変更する必
要があります。

7. 該当の項目をマウスで選択し、＋追加
を選択します。

8. 左図の画面を表示します。

9. アクセスの許可を｢インターネットへアクセ
スさせる｣を選択します。

10. ＯＫ をクリックします。

11. 4.の画面に戻ります。

12. アクセスに対する動作が｢アクセスを完全に
許可｣になっているか確認します。

13. 閉じる をクリックします。

14. 2.の画面に戻ります。
× を押してセキュリティゼロの画面を閉

じます。

・他社ソフトで同様のメッセージを表示した場合、必ず「許可」をして下さい。

・詳しい操作方法につきましては、各セキュリティソフト会社にお問い合わせいただくようお願
い致します。


